
ＭＳＷ－２８０８  REMOTE制御詳細 
 
1.プロトコル 
 
ＲＳ－２３２Ｃ準拠／ＲＳ－４８５（HALF DUPLEX）準拠 

  ＳＴＡＲＴ Ｂｉｔ  １ 
  ＳＴＯＰ Ｂｉｔ  １ 
  ＤＡＴＡ Ｂｉｔ  ８ 
  ＰＡＲＩＴＹ  ＥＶＥＮ 
  ＤＡＴＡ ＲＡＴＥ  １２００～９６００ｂｐｓ可変 
  ＣＯＤＥ  ＡＳＣＩＩ 
  ターミネート  CR LF （０ｘ０ｄ,０ｘ０ａ） 
 
2.WRITEコマンド 
マトリックススイッチャ（MSW-2808）がMENUを表示している 
状態ではコマンドを受け付けません。「ＭＥＮＵ+CR,LF」を返します。 

  
  2-1.ANSWER 
     「ＧＯ+CR,LF」      正常受信､正常実行 
     「ＧＮ+CR,LF」      正常受信であるがMODEが違うため実行しない 
     「Ｅ０+CR,LF」      フレーミングエラー 
     「Ｅ１+CR,LF」      パリティエラー 
     「Ｅ２+CR,LF」      オーバーランエラー 
     「Ｅ３+CR,LF」      コマンドエラー 
     「ＭＥＮＵ+CR,LF」  MENU表示中 
 
  2-2.COMMAND 
 
   2-2-1.「ＡＣＣ+CR,LF」（ALARM COMPULSION CANCEL） 
          ALARM状態を強制解除します。 
 
   2-2-2.「ＡＤＴｎｎ+CR,LF」（ALARM DURATION TIME） 
          ALARM DURATION TIMEの設定をします。 
          ｎｎは時間で単位は､秒です。設定範囲は【０１】～【６０】秒です。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
     「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-3.「ＡＩＣＢ+CR,LF」（ALARM INPUT CONTACT BREAK） 
          ALARM INPUT CONTACTの設定を【ＢＲＥＡＫ】に設定します。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-4.「ＡＩＣＭ+CR,LF」（ALARM INPUT CONTACT MAKE） 
          ALARM INPUT CONTACTの設定を【ＭＡＫＥ】に設定します。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
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   2-2-5.「ＡＩＳｎｎｎｎ+CR,LF」（ALARM INPUT CHANNEL SELECT） 
          ALARM INPUT CHANNEL SELECTの設定をします。 
     左端の２文字のｎｎは各アラーム接続端子の番号です。 
     次の２文字のｎｎは各入力チャンネルの番号です。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-6.「ＡＩＳＡＬｎｎ+CR,LF」（ALARM INPUT CHANNEL SELECT） 
          ALARM INPUT CHANNEL SELECTの設定を全て同一の入力チャンネルに 
     設定します。 
     左端の２文字のｎｎは各入力チャンネルの番号です。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
  2-2-7.「ＡＭＥｎｎ０ｎＯＮ+CR,LF」（ALARM MEMORY ERASE） 
     記憶されているアラームのメモリを全て消去します。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-8.「ＡＭＯｎｎ０ｎＯＮ+CR,LF」（ALARM OUTPUT SET） 
          ALARM OUTPUT SELECTの設定を【ＯＮ】に設定します。 
     左端の２文字のｎｎは各入力チャンネルの番号です。 
     次の１文字のｎは各出力モニタ､出力センサの番号です。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-9.「ＡＭＯｎｎ０ｎＯＦ+CR,LF」（ALARM OUTPUT SET） 
          ALARM OUTPUT SETの設定を【ＯＦＦ】に設定します。 
     左端の２文字のｎｎは各入力チャンネルの番号です。 
     次の１文字のｎは各出力モニタ､出力センサの番号です。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-10.「ＡＭＯＡＬ０ｎＯＮ+CR,LF」（ALARM OUTPUT SET） 
          ALARM OUTPUT SETの設定を全ての入力チャンネルに対して 
     各出力モニタを【ＯＮ】に設定します。 
     ｎは各出力モニタ､出力センサの番号です。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-11.「ＡＭＯＡＬ０ｎＯＦ+CR,LF」（ALARM OUTPUT SET） 
          ALARM OUTPUT SETの設定を全ての入力チャンネルに対して 
     各出力モニタを【ＯＦＦ】に設定します。 
     ｎは各出力モニタ､出力センサの番号です。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
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   2-2-12.「ＡＭＯｎｎＡＬＯＮ+CR,LF」（ALARM OUTPUT SET） 
          ALARM OUTPUT SETの設定を各入力チャンネルに対して 
     全ての出力モニタ､出力センサを【ＯＮ】に設定します。 
     ｎｎは各入力チャンネルの番号です。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-13.「ＡＭＯｎｎＡＬＯＦ+CR,LF」（ALARM OUTPUT SET） 
          ALARM OUTPUT SETの設定を各入力チャンネルに対して 
     全てのモニタ出力､出力センサを【ＯＦＦ】に設定します。 
     ｎｎは各入力チャンネルの番号です。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-14.「ＡＭＯＡＬＡＬＯＮ+CR,LF」（ALARM OUTPUT SET） 
          ALARM OUTPUT SETの設定を全ての入力チャンネルに対して 
     全てのモニタ出力､出力センサを【ＯＮ】に設定します。 
     ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-15.「ＡＭＯＡＬＡＬＯＦ+CR,LF」（ALARM OUTPUT SET） 
          ALARM OUTPUT SETの設定を全ての入力チャンネルに対して 
     全てのモニタ出力､出力センサを【ＯＦＦ】に設定します。 
     ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
  2-2-16.「ＡＲＯＮ+CR,LF」（ALARM RETURN ON） 
          ALARM RETURNの設定を【ＯＮ】に設定します。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-17.「ＡＲＯＦ+CR,LF」（ALARM RETURN OFF） 
          ALARM RETURNの設定を【ＯＦＦ】に設定します。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
     「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-18.「ＢＺＯＮ+CR,LF」（ALARM BUZZER OUT ON） 
          ALARM BUZZER OUTの設定を【ＯＮ】に設定します。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
     「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-19.「ＢＺＯＦ+CR,LF」（ALARM BUZZER OUT OFF） 
          ALARM BUZZER OUTの設定を【ＯＦＦ】に設定します。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
     「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
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   2-2-20.「ＭＮＯＮ+CR,LF」（ALARM MEMORY NUMBER DISPLAY ON） 
          ALARM MEMORY NUMBER DISPLAYの設定を【ＯＮ】に設定します。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
     「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-21.「ＭＮＯＦ+CR,LF」（ALARM MEMORY NUMBER DISPLAY OFF） 
          ALARM MEMORY NUMBER DISPLAYの設定を【ＯＦＦ】に設定します。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
     「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-22.「ＡＳＭｎｎｎｎＬ+CR,LF」 
     （AUTO SEQUENCE MODE LIVE CHANNEL LIVE） 
      AUTO SEQUENCE MODE LIVE CHANNELの設定を 
     【ＬＩＶＥ】に設定します。 
     左端の２文字のｎｎは各出力モニタの番号です。 
     次の２文字のｎｎは各入力チャンネルです。 
 
  2-2-23.「ＡＳＭｎｎｎｎＳ+CR,LF」 
     （AUTO SEQUENCE MODE LIVE CHANNEL SKIP） 
      AUTO SEQUENCE MODE LIVE CHANNELの設定を 
     【ＳＫＩＰ】に設定します。 
     左端の２文字のｎｎは各出力モニタの番号です。 
     次の２文字のｎｎは各入力チャンネルです。 
 
   2-2-24.「ＡＳＴｎｎｎｎ+CR,LF」 
     （AUTO SEQUENCE MODE SEQUENTIAL TIME） 
      SEQUENCE TIMEの設定を各出力モニタ対して設定をします。 
     左端の２文字のｎｎは各出力モニタの番号です。 
     次のｎｎは時間で単位は､秒です。設定範囲は【０１】～【６０】秒です。 
 
   2-2-25.「ＡＳＴＡＬｎｎ+CR,LF」 
     （AUTO SEQUENCE MODE SEQUENTIAL TIME） 
      SEQUENCE TIMEの設定を全ての出力モニタ対して設定をします。 
     ｎｎは時間で単位は､秒です。設定範囲は【０１】～【６０】秒です。 
 
   2-2-26.「ＦＳＤＤｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ+CR,LF」 
     （FRAME SWICHER MODE DAY TIME OUTPUT DATA） 
      FRAMEモ－ドにおいての出力の１から出力する入力チャンネルの 
     昼間の時間帯の設定します。 
     ２文字のｎｎは各入力チャンネルです。 
     ｎｎは左端からコードナンバーの１,２,３,４,５,６,７,８に対しての設定です。 
 
   2-2-27.「ＦＳＮＤｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎ+CR,LF」 
     （FRAME SWICHER MODE NIGHT TIME OUTPUT DATA） 
      FRAMEモ－ドにおいての出力の１から出力する入力チャンネルの 
     夜間の時間帯の設定します。 
     ２文字のｎｎは各入力チャンネルです。 
     ｎｎは左端からコードナンバーの１,２,３,４,５,６,７,８に対しての設定です。 
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   2-2-28.「ＦＳＴＤｎｎ+CR,LF」 
     （FRAME SWICHER MODE DAY TIME DATA） 
      FRAMEモ－ドにおいての昼間の時間帯を設定します。 
     ｎｎは時刻です。設定範囲は【００】～【２３】です。 
 
   2-2-29.「ＦＳＴＮｎｎ+CR,LF」 
     （FRAME SWICHER MODE NIGHT TIME DATA） 
      FRAMEモ－ドにおいての昼間の時間帯を設定します。 
     ｎｎは時刻です。設定範囲は【００】～【２３】です。 
 
   2-2-30.「ＯｎｎＩｎｎ+CR,LF」（OUTPUT MONITOR 1～8 INPUT CHANNEL nn） 
          各出力モニタ１～８に対して各入力チャンネルを設定します。 
     左端の２文字のｎｎは各出力モニタの番号です。 
     次の２文字のｎｎはの各入力チャンネルです。 
  出力モニタ２より再生映像が静止した状態（FREEZE）で出力されている 
     場合に, このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
     「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
     モニタ２に対して各入力チャンネルの設定はできません。 
 
   2-2-31.「ＯＡＬＩｎｎ+CR,LF」（OUTPUT ALL MONITOR INPUT CHANNEL nn） 
          全ての出力モニタ（１～８）に対して各入力チャンネルを設定します。 
     ｎｎはの各入力チャンネルです。 
  出力モニタ２より再生映像が静止した状態（FREEZE）で出力されている 
     場合に, このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
     「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
     全ての出力モニタに対して各入力チャンネルの設定はできません。 
 
   2-2-32.「ＯｎｎＩ７０+CR,LF」 
     （OUTPUT MONITOR 1～8 INPUT AUTO SEQUENCE MODE） 
          各出力モニタ１～８に対してオートシーケンス動作に設定します。 
     ２文字のｎｎはの各出力モニタの番号です。 
  出力モニタ２より再生映像が静止した状態（FREEZE）で出力されている 
     場合に, このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
     「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
     モニタ２に対してオートシーケンス動作の設定はできません。 
 
   2-2-33.「ＯＡＬＩ７０+CR,LF」 
     （OUTPUT MONITOR 1～8 INPUT AUTO SEQUENCE MODE） 
          全ての出力モニタ（１～８）をオートシーケンス動作に設定します。 
  出力モニタ２より再生映像が静止した状態（FREEZE）で出力されている 
     場合に, このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
     「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
     全ての出力モニタに対してオートシーケンス動作の設定はできません。 
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   2-2-34.「Ｏ０２Ｉ８０+CR,LF」 
     （OUTPUT MONITOR 2 INPUT PLAYBACK） 
          出力モニタ２より出力中の再生映像を静止画（FREEZE）にします。 

 再生映像が静止中は静止を解除します。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
     「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
          出力２より再生映像が出力されていない場合に､このコマンド 
     を受けますとMODEが異なる為「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-35.「Ｏ０２Ｉ８１+CR,LF」～「Ｏ０２Ｉ８９+CR,LF」 
     （OUTPUT MONITOR 2 INPUT PLAYBACK CODE 1～9） 
          出力モニタ２にコードナンバー１から９の再生映像を出力します。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
     「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-36.「ＴＳＡ+CR,LF」（TIME SET ADJUST） 
          時刻の秒の単位を００に設定します。 
          その時の時刻が３０秒未満の場合００秒に合わせます。 
          その時の時刻が３０秒以上の場合００秒に合わせ分の単位を＋１します。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-37.「ＤＳＤｎｎ+CR,LF」（DATE SET DAY） 
          日付の日の単位の設定をします。 
          ｎｎは設定値で範囲は【０１】～【３１】です。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-38.「ＤＳＭｎｎ+CR,LF」（DATE SET MONTH） 
          日付の月の単位の設定をします。 
          ｎｎは設定値で範囲は【０１】～【１２】です。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
  2-2-39.「ＤＳＹｎｎ+CR,LF」（DATE SET YEAR） 
          日付の年の単位の設定をします。 
          ｎｎは設定値で範囲は【００】～【９９】です。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
  
   2-2-40.「ＴＳＨｎｎ+CR,LF」（TIME SET HOUR） 
          時刻の時の単位の設定をします。 
          ｎｎは設定値で範囲は【００】～【２３】です。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
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   2-2-41.「ＴＳＭｎｎ+CR,LF」（TIME SET MINUTE） 
          時刻の分の単位の設定をします。 
          ｎｎは設定値で範囲は【００】～【５９】です。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-42.「ＴＳＳｎｎ+CR,LF」（TIME SET SECOND） 
          時刻の秒の単位の設定をします。 
          ｎｎは設定値で範囲は【００】～【５９】です。 
          ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-43.「ＴＯｎｎＯＮ+CR,LF」（TIME DATE OUTPUT SET 01～8 ON） 
          TIME DATE OUTPUT SETの設定を【ＯＮ】に設定します。 
     ２文字のｎｎはの各出力モニタの番号です。 
    ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-44.「ＴＯｎｎＯＦ+CR,LF」（TIME DATE OUTPUT SET 01～8 OFF） 
          TIME DATE OUTPUT SETの設定を【ＯＦＦ】に設定します。 
     ２文字のｎｎはの各出力モニタの番号です。 
    ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-45.「ＴＯＡＬＯＮ+CR,LF」（TIME DATE OUTPUT SET 01～8 ON） 
          TIME DATE OUTPUT SETの設定を全ての出力モニタに対して【ＯＮ】に 
     設定します。 
    ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-46.「ＴＯＡＬＯＦ+CR,LF」（TIME DATE OUTPUT SET 01～8 OFF） 
          TIME DATE OUTPUT SETの設定を全ての出力モニタに対して【ＯＦＦ】に 
     設定します。 
    ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-47.「ＴＣＩｎｎＯＮ+CR,LF」（TITLE CHARACTER INSERT ON） 
          TITLE DISPLAY INSERTの設定を【ＯＮ】に設定します。 
     ２文字のｎｎはの各入力チャンネルです。 
    ALARM状態の時に､このコマンドを受けますとMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-48.「ＴＣＩｎｎＯＦ+CR,LF」（TITLE CHARACTER INSERT OFF） 
          TITLE DISPLAY INSERTの設定を【ＯＦＦ】に設定します。 
     ２文字のｎｎはの各入力チャンネルです。 
    ALARM状態の時および再生映像を出力中に､このコマンドを受けます 
     とMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
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   2-2-49.「ＴＣＩＡＬＯＮ+CR,LF」（TITLE CHARACTER INSERT ON） 
          TITLE DISPLAY INSERTの設定を全ての入力チャンネルに対して 
     【ＯＮ】に設定します。 
    ALARM状態の時および再生映像を出力中に､このコマンドを受けます 
     とMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-50.「ＴＣＩＡＬＯＦ+CR,LF」（TITLE CHARACTER INSERT OF） 
          TITLE DISPLAY INSERTの設定を全ての入力チャンネルに対して 
     【ＯＦＦ】に設定します。 
    ALARM状態の時および再生映像を出力中に､このコマンドを受けます 
     とMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-51.「ＴＣＯｎｎＯＮ+CR,LF」（TITLE CHARACTER OUTPUT SET ON） 
          TITLE OUTPUTの設定を【ＯＮ】に設定します。 
     ２文字のｎｎはの各出力モニタの番号です。 
    ALARM状態の時および再生映像を出力中に､このコマンドを受けます 
     とMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-52.「ＴＣＯｎｎＯＦ+CR,LF」（TITLE CHARACTER OUTPUT SET OFF） 
          TITLE OUTPUTの設定を【ＯＦＦ】に設定します。 
     ２文字のｎｎはの各出力モニタの番号です。 
     ALARM状態の時および再生映像を出力中に､このコマンドを受けます 
     とMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-53.「ＴＣＯＡＬＯＮ+CR,LF」（TITLE CHARACTER OUTPUT SET ON） 
          TITLE OUTPUTの設定を全ての出力モニタ対して【ＯＮ】に設定します。 
    ALARM状態の時および再生映像を出力中に､このコマンドを受けます 
     とMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-54.「ＴＣＯｎｎＯＦ+CR,LF」（TITLE CHARACTER OUTPUT SET OFF） 
          TITLE OUTPUTの設定を全ての出力モニタ対して【ＯＦＦ】に設定します。 
    ALARM状態の時および再生映像を出力中に､このコマンドを受けます 
     とMODEが異なる為 
          「ＧＮ+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-55.「ＳＬＡｎｎ+CR,LF」（SLAVE ADDRESS nn） 
      SLAVE ADDRESSの設定をします。 
     設定範囲は【００】～【３２】です。 
     RS-485で使用の場合コマンドエラー「Ｅ３+CR,LF」を返します。 
 
   2-2-56.「ＳＬＡＯＦ+CR,LF」（SLAVE ADDRESS OFF） 
      SLAVE ADDRESSの設定を【ＯＦＦ】に設定します。 
     RS-485で使用の場合コマンドエラー「Ｅ３+CR,LF」を返します。 
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   2-2-57.「ＰＷＯＯＮ+CR,LF」（PASSWORD OPERATION ON） 
      PASSWORD OPERATIONの設定を【ＯＮ】に設定します。 
 
   2-2-58.「ＰＷＯＯＦ+CR,LF」（PASSWORD OPERATION OFF） 
      PASSWORD OPERATIONの設定を【ＯＦＦ】に設定します。 
   2-2-59.「ＰＷＭＯＮ+CR,LF」（PASSWORD MANU DISPLAY ON） 
      PASSWORD MANUの設定を【ＯＮ】に設定します。 
 
   2-2-60.「ＰＷＭＯＦ+CR,LF」（PASSWORD MANU DISPLAY OFF） 
      PASSWORD MANUの設定を【ＯＦＦ】に設定します。 
 
   2-2-61.「ＰＷＩｎｎｎｎｎｎ+CR,LF」（Password Number nnnnnn） 
     PASSWORD NUMBERの設定を【ｎｎｎｎｎｎ】に設定します。 
     範囲は【００００００】～【９９９９９９】です。 
 
   2-2-62.「ＲＭＶ+CR,LF」（RECORD MODEL VCR） 
      RECORD MODELの設定を【VCR】に設定します。 
 
   2-2-63.「ＲＭＤ+CR,LF」（RECORD MODEL DVR） 
      RECORD MODELの設定を【DVR】に設定します。 
 
   2-2-64.「ＶＴＦｎｎｎ+CR,LF」（FIELD SET） 
          FIELDの設定をします。 
          ｎｎｎは設定値で範囲は【００２】～【９９９】です。 
 
   2-2-65.「ＶＴＭＯ+CR,LF」（TRIGGER MODE OFF） 
          TRIGGER MODEの設定を【ＯＦＦ】に設定します。 
 
   2-2-66.「ＶＴＭＨ+CR,LF」（TRIGGER MODE HIGH） 
          TRIGGER MODEの設定を【ＨＩＧＨ】に設定します。 
 
   2-2-67.「ＶＴＭＬ+CR,LF」（TRIGGER MODE LOW） 
          TRIGGER MODEの設定を【ＬＯＷ】に設定します。 
 
   2-2-68.「ＣＡｎｎ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
          ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊+CR,LF」 
    （TITLE CHARACTER nn） 
         各入力チャンネルのタイトルキャラクタを設定します。 
         タイトルの文字長さは１６文字なので１６文字未満の場合は、 
         スペース文字を設定してください。 
         ＊印はＪＩＳコード（２Ｂｙｔｅｓ） 
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3.READコマンド 
 
  3-1.異常時ANSWER 
     「Ｅ０+CR,LF」      フレーミングエラー 
     「Ｅ１+CR,LF」      パリティエラー 
     「Ｅ２+CR,LF」      オーバーランエラー 
     「Ｅ３+CR,LF」      コマンドエラー 
 
  3-2.COMMAND 
 
   3-2-1.「ＲＡＥ+CR,LF」（READ ALARM MEMORY件数） 
          記録されているアラームMEMORYの件数を返します。 
          「００+CR,LF」～「４００+CR,LF」 
 
   3-2-2.「ＲＡＤ+CR,LF」（READ ALARM DURATION TIME） 
          ALARM DURATION TIMEの設定値を返します。単位は秒です。 
          「０１+CR,LF」～「６０+CR,LF」    【０１】～【６０】 
 
   3-2-2.「ＲＡＩＣ+CR,LF」（READ ALARM INPUT CONTACT） 
          ALARM INPUT CONTACTの設定を返します。 
          「ＡＩＣＭ+CR,LF」    【ＭＡＫＥ】 
          「ＡＩＣＢ+CR,LF」    【ＢＲＥＡＫ】 
 
   3-2-3.「ＲＡＩＳｎｎ+CR,LF」（READ ALARM INPUT nn SELECT CHANNEL） 
          ALARM INPUT CHANNEL SELECTの設定を返します。 
     ｎｎは各アラーム接続端子の番号です 
          「０１+CR,LF」～「２８+CR,LF」 
       【０１】～【２８】 
 
   3-2-4.「ＲＡＭＯｎｎ０ｎ+CR,LF」 
     （READ ALARM CHANNEL nn OUTPUT n ） 
          ALARM OUTPUT SETの設定を返します。 
     左端の２文字のｎｎは各入力チャンネルの番号です。 
     次の１文字のｎは各出力モニタの番号です。 
          「ＯＮ+CR,LF」   【ＯＮ】 
          「ＯＦＦ+CR,LF」    【ＯＦＦ】 
 
   3-2-5.「ＲＡＭＮ+CR,LF」（READ ALARM MEMORY NUMBER） 
           ALARM MEMORY NUMBERの設定を返します。 
          「ＭＮＯＮ+CR,LF」    【ＯＮ】 
          「ＭＮＯＦ+CR,LF」    【ＯＦＦ】 
 
   3-2-6.「ＲＡＲ+CR,LF」（READ ALARM RETURN） 
          ALARM RETURNの設定を返します。 
          「ＯＮ+CR,LF」     【ＯＮ】 
          「ＯＦＦ+CR,LF」    【ＯＦＦ】 
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   3-2-7.「ＲＢＺ+CR,LF」 （READ ALARM BUZZER） 
         ALARM BUZZER OUTの設定を返します。 
          「ＯＮ+CR,LF」     【ＯＮ】 
          「ＯＦＦ+CR,LF」    【ＯＦＦ】 
 
  3-2-8.「ＲＡＳＭｎｎｎｎ+CR,LF」 
     （READ AUTO SEQUENCE MODE MONITOR OUT nn CHANNEL nn） 
          SEQUENCE MODE LIVE CHANNELの設定を返します。 
     左端の２文字のｎｎは各出力モニタの番号です。 
     次の２文字のｎｎは各入力チャンネルです。 
          「ＳＫＩＰ+CR,LF」       【ＳＫＩＰ】 
          「ＬＩＶＥ+CR,LF」       【ＬＩＶＥ】 
 
   3-2-9.「ＲＡＳＴｎｎ+CR,LF」 
     （READ AUTO SEQUENCE MODE MONITOR OUT nn  
      SEQUENTIAL TIME） 
          AUTO SEQ. TIMEの設定値を返します。単位は秒です。 
     ２文字のｎｎは各出力モニタの番号です。 
          「０１+CR,LF」～「６０+CR,LF」 【０１】～【６０】 
 
   3-2-10.「ＲＥ００１+CR,LF」～「ＲＥ４００+CR,LF」 
          （READ ALARM MEMORY） 
          ALARM MEMORYのDATAを返します。 
          「ｃｈｙｙｍｍｄｄｈｈＭＭｓｓ+CR,LF」 
          ｃｈ＝チャンネルＮｏ． 
          ｙｙ＝年  ｍｍ＝月  ｄｄ＝日  ｈｈ＝時  ＭＭ＝分  ｓｓ＝秒 
 
   3-2-11.「ＲＦＳＤＤ+CR,LF」 
     （READ FRAME SWICHER MODE DAY TIME OUTPUT DATA）  
          の設定を返します。 
     「ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ+CR,LF」 
     【ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ】 
     ２文字のｎｎは各入力チャンネルです。 
     ｎｎは左端からコードナンバーの１,２,３,４,５,６,７,８に対しての設定です 
 
   3-2-12.「ＲＦＳＮＤ+CR,LF」 
     （READ FRAME SWICHER MODE NIGHT TIME OUTPUT DATA）  
          の設定を返します。 
     「ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ+CR,LF」 
     【ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ.ｎｎ】 
     ２文字のｎｎは各入力チャンネルです。 
     ｎｎは左端からコードナンバーの１,２,３,４,５,６,７,８に対しての設定です 
 
   3-2-13.「ＲＦＴＤ+CR,LF」 
     （READ FRAME SWICHER MODE DAY TIME DATA）  
          FRAMEモ－ドにおいての昼間の時間帯の設定値を返します。単位は時刻です。 
     「００+CR,LF」～「２３+CR,LF」 【００】～【２３】 
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   3-2-14.「ＲＦＴＮ+CR,LF」 
     （READ FRAME SWICHER MODE NIGHT TIME DATA）  
          FRAMEモ－ドにおいての夜間の時間帯の設定値を返します。単位は時刻です。 
     「００+CR,LF」～「２３+CR,LF」 【００】～【２３】 
 
   3-2-15.「ＲＥ００１+CR,LF」～「ＲＡＬＭ４００+CR,LF」 
          （READ ALARM MEMORY） 
          アラームのALARM MEMORYのDATAを返します。 
          「ｃｈ．ｙｙ．ｍｍ ｄｄ：ｈｈ：ＭＭ：ｓｓ+CR,LF」 
          ｃｈ＝チャンネルＮｏ． 
          ｙｙ＝年  ｍｍ＝月  ｄｄ＝日  ｈｈ＝時  ＭＭ＝分  ｓｓ＝秒 
 
   3-2-16.「ＲＭ０１+CR,LF」～「ＲＭ０８+CR,LF」（READ MODE） 
          現在の状態を返します。 
     「ＭＥＮＵ+CELF」   ＭＥＮＵ表示中 
     「ＦＳＭ+CR,LF」      フレーム出力で動作中。（出力１のみ） 
     「ＰＢＭｎｎ+CR,LF」   再生映像（動作）を出力中。（出力１,２） 
                  ｎｎは表示中のコードナンバーです。 
     「ＰＢＦｎｎ+CR,LF」    再生映像（静止）を出力中。（出力１,２） 
      ｎｎは表示中のコードナンバーです。 
     「ＡＳＭｎｎ+CR,LF」    オートシーケンシャルで動作中 
                  ｎｎは表示中の各入力チャンネルです。 
     「ｎｎ+CR,LF」       各入力チャンネルで画面が固定されています 
     「Ａｎｎ+CR,LF」    ALARM DURATION中のチャンネルです。． 
 
   3-2-17.「ＲＲＭ+CR,LF」（READ RECORDO MODE） 
     RECORDO MODEの設定値を返します。 
          「ＶＣＲ+CR,LF」       【ＶＣＲ】 
          「ＤＶＲ+CR,LF」       【ＤＶＲ】 
 
   3-2-18.「ＲＴＣＩｎｎ+CR,LF」 
     （READ TITLE CHARACTER CHANNEL nn INSERT） 
          TITLE DISPLAY INSERTの設定を返します。 
     ２文字のｎｎは各入力チャンネルです。 
          「ＯＮ+CR,LF」     【ＯＮ】 
          「ＯＦＦ+CR,LF」    【ＯＦＦ】 
 
   3-2-19.「ＲＴＣＯｎｎ+CR,LF」 
     （READ TITLE CHARACTER OUTPUT MONITOR 01～8 ） 
          TITLE OUTPUT SETの設定を返します。 
     ２文字のｎｎは各出力モニタの番号です 
          「ＯＮ+CR,LF」      【ＯＮ】 
          「ＯＦＦ+CR,LF」    【ＯＦＦ】 
 
  3-2-20.「ＲＴＤ+CR,LF」（READ TIME & DATE） 
          マトリックススイッチャの日付＆時刻を返します。 
           ｢ｙｙ．ｍｍ．ｄｄ  ｈｈ：ＭＭ：ｓｓ+CR,LF」 
          ｙｙ＝年  ｍｍ＝月  ｄｄ＝日  ｈｈ＝時  ＭＭ＝分  ｓｓ＝秒 
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   3-2-21.「ＲＴＯｎｎ+CR,LF」（READ TIME DATE OUTPUT MONITOR 01～8 ） 
          TIME OUTPUT SETの設定を返します。 
     ２文字のｎｎは各出力モニタの番号です 
          「ＯＮ+CR,LF」     【ＯＮ】 
          「ＯＦＦ+CR,LF」    【ＯＦＦ】 
 
   3-2-22.「ＲＳＬＡ+CR,LF」（READ SLAVE ADDRESS） 
          SLAVE ADDRESSの設定を返します。 
     「００+CR,LF」～「３１+CR,LF」 【００】～【３１】 
          「ＯＦＦ+CR,LF」        【ＯＦＦ】 
 
   3-2-23.「ＲＰＷＯ+CR,LF」 
     （READ PASSWORD MODE OPERATION） 
          PASSWORD OPERATIONの設定を返します。 
     「ＯＮ+CR,LF」     【ＯＮ】 
          「ＯＦＦ+CR,LF」    【ＯＦＦ】 
 
   3-2-24.「ＲＰＷＭ+CR,LF」 
     （READ PASSWORD MODE DISPLAY MENU） 
          PASSWORD MENUの設定を返します。 
     「ＯＮ+CR,LF」     【ＯＮ】 
          「ＯＦＦ+CR,LF」    【ＯＦＦ】 
 
   3-2-25.「ＲＰＷＮ+CR,LF」 
     （READ PASSWORD NUMBER） 
          PASSWORD NUMBERの設定を返します。 
     「ｎｎｎｎｎｎ+CR,LF」     【ｎｎｎｎｎｎ】 
 
   3-2-26.「ＲＶＴＭ+CR,LF」（READ TRIGGER MODE） 
          TRIGGER MODEの設定を返します。 
          「ＶＴＭＬ+CR,LF」      【ＬＯＷ】 
     「ＶＴＭＨ+CR,LF」      【ＨＩＧＨ】 
          「ＶＴＭＯ+CR,LF」      【ＯＦＦ】 
 
   3-2-27.「ＲＶＴＦ+CR,LF」（READ FIELD） 
          FIELDの設定値を返します。 
     「００２+CR,LF」～「９９９+CR,LF」 【００２】～【９９９】 
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4.ご注意 
 RS-485で使用の場合COMMANDの先頭にSLAVE ADDRESSの番号を付けます。 
 ANSWER の先頭にもSLAVE ADDRESSの番号が付きます。 

COMMANDの発行と同時にマトリックススイッチャのフロントスイッチを操作 
されますと誤ったANSWERを返すことがあります。 
COMMANDの発行を連続で行う場合100ｍseconds.以上の間隔をあけて下さい。 
タイトル設定（ＣＡ COMMAND）の発行を連続で行う場合500mSeconds.以上の間隔 
をあけて下さい。 

 
 
 JIS X0208第1水準は3,489文字で 
 0x222f～0x2239,0x2242～0x2249,0x2251～0x225b,0x226b～0x2271,0x227a～0x227d, 
 0x2321～0x232f,0x233a～0x2340,0x235b～0x2360,0x237b～0x237e,0x2474～0x247e, 
 0x2577～0x257e,0x2639～0x2640,0x2659～0x267e,0x2742～0x2750,0x2772～0x277e, 
 0x2841～0x2f7e,,0x4f54～0x4f7eのコードは除きます。 
 
 JIS X0208第2水準は3,390文字で0x7427～0x7e7eのコードは除きます。 
 
 
 

                      ２００３．３．１８ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

14 



ＡＳＣＩＩ ＣＯＤＥ表（１６進） 
SPACE ０２０Ｈ     Ａ       ０４１Ｈ  ａ ０６１Ｈ 
          Ｂ       ０４２Ｈ  ｂ ０６２Ｈ 
－ ０２ＤＨ  Ｃ       ０４３Ｈ  ｃ ０６３Ｈ 
． ０２ＥＨ  Ｄ       ０４４Ｈ  ｄ ０６４Ｈ 
／ ０２ＦＨ  Ｅ       ０４５Ｈ  ｅ ０６５Ｈ 

Ｆ       ０４６Ｈ  ｆ ０６６Ｈ 
０   ０３０Ｈ  Ｇ       ０４７Ｈ  ｇ ０６７Ｈ 
１   ０３１Ｈ  Ｈ       ０４８Ｈ  ｈ ０６８Ｈ 
２   ０３２Ｈ  Ｉ       ０４９Ｈ  ｉ ０６９Ｈ 
３   ０３３Ｈ  Ｊ       ０４ＡＨ  ｊ ０６ＡＨ 
４ ０３４Ｈ  Ｋ       ０４ＢＨ  ｋ ０６ＢＨ 
５ ０３５Ｈ  Ｌ       ０４ＣＨ  ｌ ０６ＣＨ 
６ ０３６Ｈ  Ｍ       ０４ＤＨ  ｍ ０６ＤＨ 
７ ０３７Ｈ  Ｎ       ０４ＥＨ  ｎ ０６ＥＨ 
８ ０３８Ｈ  Ｏ       ０４ＦＨ  ｏ ０６ＦＨ 
９ ０３９Ｈ  Ｐ       ０５０Ｈ  ｐ ０７０Ｈ 
： ０３ＡＨ  Ｑ       ０５１Ｈ  ｑ ０７１Ｈ 
＜ ０３ＣＨ  Ｒ       ０５２Ｈ  ｒ ０７２Ｈ 
＞ ０３ＥＨ  Ｓ       ０５３Ｈ  ｓ ０７３Ｈ 

Ｔ       ０５４Ｈ  ｔ ０７４Ｈ 
Ｕ       ０５５Ｈ  ｕ ０７５Ｈ 
Ｖ       ０５６Ｈ  ｖ ０７６Ｈ 
Ｗ       ０５７Ｈ  ｗ ０７７Ｈ 
Ｘ       ０５８Ｈ  ｘ ０７８Ｈ 
Ｙ       ０５９Ｈ  ｙ ０７９Ｈ 
Ｚ       ０５ＡＨ  ｚ ０７ＡＨ 

 
 
ァ ０Ａ７Ｈ  キ ０Ｂ７Ｈ  ナ ０Ｃ５Ｈ 
ィ ０Ａ８Ｈ  ク ０Ｂ８Ｈ  ニ ０Ｃ６Ｈ 
ェ ０ＡＡＨ  ケ ０Ｂ９Ｈ  ヌ ０Ｃ７Ｈ 
ォ ０ＡＢＨ  コ ０ＢＡＨ  ネ ０Ｃ８Ｈ 
ャ ０ＡＣＨ  サ ０ＢＢＨ  ノ ０Ｃ９Ｈ 
ュ ０ＡＤＨ  シ ０ＢＣＨ  ハ ０ＣＡＨ 
ョ ０ＡＥＨ  ス ０ＢＤＨ  ヒ ０ＣＢＨ 
ッ ０ＡＦＨ  セ ０ＢＥＨ  フ ０ＣＣＨ 
ア ０Ｂ１Ｈ  ソ ０ＢＦＨ  ヘ ０ＣＤＨ 
イ ０Ｂ２Ｈ  タ ０Ｃ０Ｈ  ホ ０ＣＥＨ 
ウ ０Ｂ３Ｈ  チ ０Ｃ１Ｈ  マ ０ＣＦＨ 
エ ０Ｂ４Ｈ  ツ ０Ｃ２Ｈ  ミ ０Ｄ０Ｈ 
オ ０Ｂ５Ｈ  テ ０Ｃ３Ｈ  ム ０Ｄ１Ｈ 
カ ０Ｂ６Ｈ  ト ０Ｃ４Ｈ  メ ０Ｄ２Ｈ 
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モ       ０Ｄ３Ｈ  ン       ０ＤＤＨ 
ヤ    ０Ｄ４Ｈ 
ユ    ０Ｄ５Ｈ 
ヨ    ０Ｄ６Ｈ 
ラ    ０Ｄ７Ｈ 
リ    ０Ｄ８Ｈ 
ロ    ０Ｄ９Ｈ 
ワ    ０ＤＣＨ 
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